
総合リスク産業目指す  

リスクマネジメント専門の別会社を活用  
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ントリークラブと結んだ積雪に関するものが  

あります。これは、2000年の12月から今年の  

3月までに積雪3センチ以上の降雪日が延べ  

日数で6日間以上あった場合に6日分の収入  

補償が受けられるという内容です（5日間で  

は補償しません）。   

クローズによる減収や施設被害など実質的  

被害の程度にかかわらず、「一定の気象条件に  

なったら補償する」仕組みです。折から、1  

月13日夜から2月初めまで日本列島をシベ  

リア寒気団による寒波が直撃、九州も含む各  

地で大雪が降り、ゴルフ場も大きな被害を受  

けました。同カントリークラブも3センチ以  

上の積雪がありましたが、2月15日現在、ま  

だ日数が6日を超えていないので補償はされ  

ていませんが、今後、積雪や台風などの天候  

デリバティブを契約するところが増える公算  

があります。   

積雪のほか、気温ではビール、アイスクリ  

ームなどの食品メーカーや結露が影響する精  

密機械メーカーと、積雪量では百貨店、遊園  

地、日脚寺間では農業関係との契約をねらっ  

ています。   

北は北海道から南は九州まで、最近は地震  

発生情報が毎日のように流れて、富士山噴火  

の可能性さえ議論されています。このため、  

地震リスクへの関心が高まっていますが、こ  

れは商品設計が極めて難しい対象です。下手  

をすれば受け手が支払いに窮します。三井海  
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「1998年12月に保険業法が改正されて、生  

命保険会社、損害保険会社が利益を求める業  

としてデリバティブを売ってよいことになっ  

た。そこで保険とは別の組織としてファイナ  

ンシャル・テクノロジー部をつくり、環境、  

経済状況の変化による企業の損失のヘッジ分  

野の拡大をねらって商品開発に努めてきた。  

総合り・スク産業を目指したい」と、三井海上  

火災保険の当該部は意気込んでいます。   

同社の特徴は、リスクマネジメント専門の  

別会社を持っていることです。株式会社イン  

タリスク（本社東京）がその会社で、96年に  

三井海上火災のリスクマネジメント部を母体  

として設立され、98年には三井海上安全技術  

センターと合併しました。コンサルタント、  

エンジニアを中心に50余名の社員を抱えて  

おり、日本最大級の規模です。   

損害保険の分野で蓄積したノウハウと経験  

を基盤として、保険商品では対応できないリ  

スクを含めてあらゆるニーズに応える構えで  

す。ここを活用することによって企業ごとの  

リスク分析を行い、相手に合わせたテーラー  

∴
 

…
…
…
…
…
．
三
：
上
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
こ
‥
：
；
．
…
．
‥
一
…
…
…
．
、
…
…
…
…
…
…
…
 
 

るわけです。  
一成感頗転 

メイドの金融  

壁争㌫ふ．  
積雪3十7   

企業きとの   

賞＞差妄  

1  
リスクは千 

対応して商品作りすると条件や基準、内容も  

さまざまになります。天候デリバティブで、  

最近の契約例をみますと、山口県の宇部72カ  
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